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( 1月

五
十
六
年
正
芳
!
さ
ま
草
ま
な
期
待
の
な
か
で
新
レ
い
年
白
幕
開
け
亡
す
。
そ
と
で
、
昨
年
四
月
に
第

p
し
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
D
組
ん
で
い
る
石
川
市
長
に
、
万
国
に

(
主
婦
岨
載
〉
か
ら
、
署
名
運
動
が
実
り
、
払
い
下
げ
が
決
ま
っ
た
葉
樹

い
ろ
い
ろ
お
証
明
レ
を
お
図
書
し
て
い
た
だ
ぎ
ま
し
た
。

人o214，852人
投手警 告私自72没帯
(55年12月 1臼混在 50年国勢調査讃君主〉

婿人の主E量発表者

-地境婦人自律速柏会代喪 東中原自治会掃人部小山探査費子さん

ー私立幼稚濁父偲の企i車合金代表受 神田幼暗躍罰PTA 佐 111 栄子さん

生活学校連絡会代費 量豊田生活学校 亀弁久枝さん

'PTA連絡協議会代喪 大野小学校PTA 景島邦子さん

母親クラブ遇措金代章受 ふじみ聖子沼母親クタプ大沢〈晶子吉ん

・食生活古文醤グノレープ平壇ママの金代表 二信静枝さん

・一般公募代表 平器市長持 井上辛子吉ん

1月20沼(火〕喜朗担分-12時30分
市民センターホー)~

く〉とぎ

く〉ところ

減新年掃人のさE援を一般から公募していたが、 8人の方
から意見が寄せられました。慎重量な審査の結果、平塚

市長持にお住まいの井上辛子さんが選ばれました。
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マ

J

昨
年
十
二
月
一
日
か
出
品
開
金
吉
れ
て
い
た
十
二
月
定
例
市
議
会
は
、
十
九
日
審
議
を
叩
耐
え
閉
会
事
れ
た
0
4議
会
は
当
初
土
録
件
ム

マ
が
よ
糧
事
れ
た
が
、
「
決
揮
の
認
定
」
を
継
続
審
議
と
ど
ほ
か
は
第
二
旭
八
食
儒
の
用
地
震
空
手
え
て
可
決
さ
れ
た
。
ま
ム

マ
た
、
論
告
最
終
日
の
+
鳴
笥
に
、
人
揖
擁
護
霊
圏
の
推
薦
に
つ
い
玄
提
案
吉
れ
、
石
井
正
一
民
が
京
認
さ
れ
た
。
議
決
事
れ
た
主
な
ム

マ
内
容
は
次
の
と
お
b
。

:

i

間
決
算
の
総
定
に
つ
い
て
同
一
る
ζ
と
に
な
っ
て
い
る
。

昭
和
五
十
四
年
度
平
壇
市
一
般
合
計
一
門
職
績
の
結
宰
に
隠
す
る
晶
開
聞
の

4，8∞万円

-仮称遠藤原緩王立処分地興施設計帯主寄託料

むみ由埋め立てをするための設計委託。

.魚礁造成工事裁追加

鋼製自大型晶礁にてするためo&i、重要な経費。
e仮称梅殿公豊富用地箆収費

中露O)J学校西部Jに造成する。
，小学校プー)1-車産備工事紫

新
義
者
飾
る
憶
例
の
消
防
悼
怨
叫
が

~
一
月
六
日
午
前
九
持
か
ら
注
陽
中
学
校

吉
行
わ
れ
た
。

乙
の
附
初
式
は
、
梢
訪
力
の
全
容
を

市
民
に
公
開
し
、
消
紡
に
対
す
る
認
識

や
償
額
を
探
的
干
し
も
F

り
お
お
ヌ
毎
年
実

施
し
て
い
る
。

出
初
式
は
、
名
消
防
出
要
所
や
消
防

分
間
凶
か
ら
約
王
百
人
が
事
加
し
て
行
わ

れ
た
が
、
ど
白
衰
弱
に
主
巾
口
氏
の
生
命

と
出
向
産
者
守
る
気
慨
に
満
ち
て
い
た
。

第
二
会
場
と
な
っ
た
市
山
田
町
部
は
、

た
ぞ
さ
ん
の
市
民
が
毘
物
に
訪
れ
、
ま

と
い
の
一
振
り
、
会
市
や
ふ
じ
み
野
自
治
虫

高
村
自
治
会
の
主
婦
に
よ
る
梢
火
槙
習

な
ど
に
式
き
な
拍
手
』
を
議
っ
て
い
た
。

る

広
報
課
で
は
、
市
民
自
み
な
さ
ん
に
一
告
で
、
市
政
や
青
少
甘
課
の
仕
事
の
内
一

市
の
仕
事
を
現
出
併
し
て
い
た
戸
と
と
同
一
容
な
ど
か
ι
お
知
ら
せ
し
、
青
少
年
の
悩
一

に
、
明
る
い
前
惣
宰
4
な
さ
ん
と
こ
み
や
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
も
ふ
れ
な
一

一
に
っ
く
り
あ
げ
ょ
っ
と
「
市
政
に
親
一
が
ら
、
実
際
に
「
県
立
つ
若
人
の
つ
ど
一

一
む
会
」
を
関
〈
こ
と
に
な
っ
た
。
一
い
」
、
「
愛
謹
指
導
」
、
「
子
供
ス
ポ
l
一
4

第
一
一
回
自
は
、
青
少
年
課
に
親
し
む
一
ツ
大
会
」
な
ど
に
事
加
し
て
、
庸
で
感
一
一
円
プ
ロ
グ
ラ
ム
〕
一
一
一
日
聞
の
日
程

市

民

総

談

窓

滋

i
一
一
一
一
内
線
二
九
一
品

。
人
緩
法
捧
栂
鍛

(
1月
初
日
(
火
〉
、

2
月
2
自
〈
火
〉

O
行
政
苦
情
相
談
{
刊
同
時

i
m時

。
一
植
法
樟
相
談

2
R
5日
(
木
〉
、

2
R
m刊
日
ハ
火
)

予
約
制
〈
警
で
も
可
〉
、
刊
日
時
5
語

。
宅
地
覇
相
談

1
月
幻
自
ハ
火
〉
臼
時
f
お
時

予
約
制
(
電
話
で
も
苛
〉

。
受
罰
血
相
談

2
角
口
百
(
金
)
、
口
説
吋
5
吋即時

。
住
宅
褐
談

1
月
初
日
〈
火
)
、
時
時
f
話
時

。
下
務
取
引
巡
回
晶
っ
せ
ん
掲
談

1
月
時
臼
(
金
〉
日
時
ぬ
分

i
V即時

。
定
例
年
金
唱
相
談

2
月
ロ
臼
〈
木
〉

9
時
間
山
分

5
%時

。
一
般
市
渓
椙
談
一
層
湿
月
水
木
金
隅
円
、

9
時
I
V即時

。
消
費
生
活
治
談
銘
遊
水
曙
呂
、

m時
i
m時

。
諸
国
明
主
翼
特
許
棒
読

2
月

9a〈
月
〉
閉
山
時
i
お
時

ご利用を
車
問
少
年
議
お

l
一
一
一
一
内
線
五
六

0

0
膏
h
y
年
抱
桜
復
刊
口
〈
9
持
i
v却
時
初
分
〉

た
だ
し
、
土
曜
日
は
円
以
時
ま
で

複
社
会
抽
出
お

i
二一一一一時一一一一

。
街
ご
と
護
軍
月
瞳
日
〈
第
五
を
徐
〈
)
日
時
i
語

。
母
子
掲
該
毎
週
月
i
金
磁
臼
9
時
1
花
時
鈎
分

。
家
庭
児
童
福
談
毎
週
月
i
金
闇
百
9
時
j
叩同時

。
高
齢
者
織
輯
相
談
毎
日
9
蒔
お
分
j
m時

士
閣
官
は
ロ
時
ま
で

泉
市
会
問
問
領
談

I
R幻
宮
、
〈
金
〉
日
時
5
M時

平
壇
録
作
山
口
市
〈
番
前
パ
ス
の
中
で
相
認
を
受
け
る
。
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平
警
の
震
は
、
震
の
み
な
さ
ん
か
F

結

め

て

い

た

だ

い

た

聖

毒

に

、

事

県

議

室

、

議

事

業

霊

童

、

富

告

の

一

実
舎
な
ど
に
よ
り
連
警
れ
て
い
る
。

ζtp収益
、
市
民
の
た
め
に
ど
長
わ
れ
て
い
る
か
お
知
ら
せ
ず
る
た
め
、
警
六
月
と
一

十
一
斉
に
「
財
政
状
視
の
八
金
」
葬
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
昭
和
蕊
十
五
寄
度
主
期
(
五
十
五
年
四
月
一

ai九
万
末
日
)
の
財
政
状
況
一

併
前
山
に
お
知
ら
せ
す
る
e

な

お

、

群

ぞ

一

知

り

た

い

方

は

、

尉

政

課

に

費

棋

が

あ

る

の

で

お

た

ず

ね

を

。

一

も
順
調
な
収
支
が
保
た
れ
て
い
る
。
納
め
て
い
た
戸
と
市
視
が
百
七
十
六
億

1
3
i
i

恥

七

手

九

富

一

一

平

一

万

円

(

全

体

の

構

成

歳

出

令

一

般

会

白

書

}

iz?

比
五
七
・
気
軒
〉
で
一
番
多
く
、
次
に
描
出
予
算
P
J
4
る
と
、
土
木
費
が
七

昭
和
五
十
五
年
度
は
、
第
二
次
総
合
昭
和
五
十
五
存
度
当
初
二
百
七
十
六
圏
直
支
出
金
の
四
十
二
億
九
干
十
万
円
十
曙
九
千
六
百
間
十
一
一
芳
何
で
全
陣
由

開
講
計
聞
の
窃
母
度
で
あ
り
、
「
自
然
慰
問
干
八
討
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
た
一
(
一
一
一
了
九
軒
)
、
続
い
て
競
輪
事
業
一
一
一
子
一
軒
、
教
育
費
が
六
十
五
掻
認

を
震
レ
、
心
ふ
れ
あ
う
腐
る
〈
住
み
よ
い
般
会
計
は
、
万
克
、
六
月
、
九
月
白
補
収
縫
が
主
悼
の
諸
収
入
一
一
ア
ナ
八
億
二
千
千
七
霞
六
十
三
万
円
で
一
一
一
-
一
一
罰
、

み
ん
な
の
ま
ち
ひ
り
つ
か
」
を
基
調
と
蕊
予
算
で
一
一
一
十
一
億
一
千
五
百
七
十
一
三
省
五
十
三
万
円
〈
一
子
四
軒
)
、
民
生
費
が
五
十
八
憶
七
千
一
一
一
百
七
十
五
五
千
百
五
十
六
問
、
市
た
ば
己
消
費
現
土
地
に
つ
い
て
は
仮
称
中
央
公
民
館
、
な
っ
て
い
る
。
患
者
止
、
造
住
ざ

す
る
予
察
編
成
と
な
っ
て
い
る
。
万
円
草
加
望
し
た
。

ζ
の
襲
、
市
慣
〈
宮
器
入
金
〉
十
六
懲
ハ
千
ぺ
万
望
一
九
・
お
と
、
毒
の
六
割
一
一
平
十
男
な
ど
が
主
な
も
の
と
な
っ
仮
称
四
之
宮
公
民
館
の
建
設
用
地
、
四
芝
、
一
時
世
入
金
に
つ
い
て
は
、
り
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

当
初
予
算
書
(
病
院
事
業
合
計
九
霊
祭
算
書
、
一
一
軍
事
百
八
十
一
言
〈

Z軒
)
と
y

そ

占

め

て

お

り

、

市

民

サ

ー

ビ

ス

の

大

て

い

る

固

之

宮

公

首

長

子

原

ポ

Y
プ
市
税
の
順
調
な
収
入
、
五
十
察
事
一
方
、
市
民
病
磨
併

を
吟
九
区
P
問
じ
〉
の
予
算
総
領
一
一
一
盲
七
士
一
一
万
円
と
な
っ
た
。
乙
れ
を
て
い
る
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
の
器
入
金
で
あ
る
市
慣
を
揖
用
地
等
白
取
得
に
よ
る
八
摺
一
一
一
千
四
業
の
操
り
延
べ
に
伴
う
財
源
が
単
期
に
交
通
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、

は
五
百
一
一
一
十
骨
八
千
百
一
一
一
十
八
万
円
で
前
年
度
雨
期
と
比
べ
て
み
る
と
二
十
億

ζ
れ
ら
を
前
埠
度
同
期
と
比
較
す
る
前
町
度
間
期
と
比
べ
て
み
る
と
、
土
み
る
と
、
市
民
一
人
当
た
り
て
十
万
九
百
三
十
一
万
円
の
増
、
建
物
に
つ
い
て
収
入
さ
れ
た
ζ
と
な
ど
L
よ
り
、
資
金
ベ
七
千
苔
一
一
一
十
四
人
で
、
一

割

下

院

五

休

日

同

時

間

日

前

日

ー

の

増

、

七

-oJイ
イ

イ

お

か

お

お

時

日

付

喜

一

千

八

割

の

増

、

教

育

費

八

・

十

四

円

主

る

。

著

書

の

書

官

宇

一

慰

霊

は

好

転

し

主

に

お

け

る

一

十

九

O
人、

MMγ
間

関

口

問

状

日

(

紘

一

一

一

一

一

一

川

町

↓

は

い

同

町

ト

片

付

料

品

以

パ

十

一

段
L
五
+
四
年
捜
部
ら
の
継
続
語
業
お
識
す
八
回
予
算
構
成
は
、
み
な
さ
ん
に
い
る
。

よ
押
晶
盟
副
覇
業
砂
選
加
し
て
、
七
十
二

億
四
手
四
百
六
十
六
万
円
の
追
加
補
正

聖
持
っ
た
。

ζ

の
結
果
、
九
月
末
に
お
け
る
全
会

計
予
算
織
績
は
六
百
三
摺
一
一
千
六
百
四

方
向
と
な
り
、
当
初
予
算
に
比
容
と

一
一
了
六
割
引
の
伸
び
と
な
っ
た
。

本
草
度
予
算
由
略
行
状
況
を
み
る
と

一
般
会
計
で
は
、
収
T

八
横
領
世
田
五
十
三

億
一
一
千
世
田
七
十
一
一
一
方
向
(
対
予
察
四
九

・
八
軒
)
、
支
出
謀
議
百
二
十
一
}
一
億
一
一
一

千
九
百
十
方
向
(
間
四
0
・
一
軒
〉
と

な
っ
て
い
る
。
特
別
合
計
で
は
、
収
入

済
額
百
宜
十
六
億
長
千
六
十
方
向
〈
対

予
算
五
三
・
O
軒
)
、
京
川
出
掛
議
百
三

十
億
八
千
八
百
二
十
七
方
向
(
間
四
回

ニ
エ
軒
)
と
な
っ
て
お
担
、
金
悼
的
に

骨1
4
0
9
2
0
4
6
 

露

日

お

出

m
m
w
u
引

先日
叩
五
軒
増
、
民
生
賢
一
一
一
一
・
四
%
の
増
と
一
方
、
市
員
サ
ー
ビ
ス
に
ど
れ
だ
け
八
千
五
百
臼
十
六
万
円
の
増
と
な
っ
た
。
時
告
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34，917万内
11.516万円
255，505万円
39，903万円
86，541万円
90，590万円
1，7∞万円
17，934万円
]]，052万円

80，908万円
23，793万円
118，006万円
7，366万円

。生活環境づくり

公営住宅建設事業

公爵整備事業

公共下水道整備事業

都市下水路護衛事業

排水路整構事業

一般道路新設改良事業

むみ埋立地整備事業

とまみ処理瀦設整備事業

し尿処理庖設擦鋳事業

く〉福祉社会環境づくり

老人福祉関儲喪 115，208万円
障害者在京止関持3妻 37，569万円
民間保育所寄託扶助費等児童搭壁関係費 78，叩2方向
生活時護控助費 98，934万円
保宵所鞍備事業 14，896万円
丸信護対館事業 8，971万円
消防施設整備事業 7，769万円
安全部市主お草事業 4，882万円

。教育文化環境づくり

掠島小学校校舎新増築工事費

杉沼正小学校講主主兼箆体革奇襲工事費

みずほ小学校講堂兼屋体新築工事費

土屋小学校講堂兼盤悼新改築工事費

各4吟全校ブーノレ整備事業 (4校〉
春日野中学校校舎新改築工事費

神間中学校校舎新増描工事費

大使中学校校舎新増築工事費

仮称豆島士宮公民館新築事業

仮称中央公民館撃情事業 C継続事業つ
仮称琵習青少、年の家新築事業

。産業経済環境づくり

商工業振興事業

農対雄吉整構〈モヂノレ〉事業

営捜部地盤情事業

蓄産援興事業

土地改良事業

勤労会館懇情事業(~櫛売事業〉

。都市環境づくむ

街路事業費

幹鯖道路新設改良事業

都市改造事業

河I11墜鋳事業

15，300万円
15，109万円
15，100万円
14，800万円
23，511万円
42，700万円
16，400万円
16，100万円
10，107万円
54，678万円
18，203万円

38，877方向
島田1万円

5，768万円
3，日65万円
相，658万円
]2， 181万円

地震防災ノ私たちは何をすべきか

1月24日(土〕旭小学校

1月31日〔土〉豊回公民館
京時間1まL寸“れも午後I時から4時まで。

提言言者の募集中
2月18日に顕かれる親善地区と、 2月28
日に開かれる港地区の「大地震の経酷者

の態見j と「自主防災に対ナる提言者j

を罫揮している。希望される方は、 1!"l
31日までに f干254平埋市浅間1lIJ9-1
広報課市民のつどい係Jへ申し込みを。
住所、 E記名、年齢、要留の記入者お忘れ

なく.

く{襲い霊長よ
①覇板中建築相料などは出さない

宅地内やE宮内に整溜して置いていただき
道路は正し〈使って〈ださい。

②暗主主串包装がらを出さない

き伝道にはみ出していると、揖行者のi車符

に支障をきたすりで気をつけて下さい。

巽化白面からも問題があります。

③謹車工事などで占用するとき

事前に著書盤と市役所に手続きをと !J、許

可を得てから行って下さい.

({縫木や生けがきの刈り込みを

庭木や生砂がきがのびて知車自見速しを

慈〈していると己ろがあります。式きな

事故の嵐長田となるので、メIJ!J込みを励行

して下さい@

担当惑銀管理時
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平塚の自然を訪ねてE‘四季の花展、
と春の平塚花き渓

。会場 梅屡デパート普段鑓毒事場

。期鼠 ?丹238(金)~25認〈毘〉
。内容・四苧の花の写真パ車ノレ震示

.YTR 平塩の野や丘に咲〈花を訪
ね℃
・平塚の郷土誌紹介、叛弗コ}ナ」

審の平揖花キ展 fパラ、フJ)-ジヤ
鉢物の耳訂Eの展示〉

主錨平理市観光協金、平壌市、平調布密議

協金

員の

0労務職…泰子名〈男子〉

現に平壇市に居住する方で、 1月 1
臼現在満37議以下の中革審または高卒
者の男子。

。薬剤喜革.........1.s
学校教宵法による大学の専門課程昔

話年3月以暗卒業した有資格者および
3月までに卒業する毘込みの費絡取樽

見込みの方。

O申し込み 1月16日から24日まで
に、職員諜人事担当〈霞話23-1111内
輯 321)へ序淀の申込審〈購圏課にあるコ
で申し込む。ただい土闇自午後と自

闇臼は休み。

告



マ
呂
時
毎
週
末
曜
日
午
前
初
時
か
ら
工
丹
)

鐙でも自由に策F司できる。種目はパス

ケット、パレ}、パドミントY、卓車。

パドミントy、卓球のラケット、シャトノレ、

ポーんは各自持事とする。

月268(湾〕午後1草寺~君鯨

2Jl吉岡〈月〉午後i~寺~君臨寺
なお、運動ぐっ仁上ば書〉と運動ので量

る騒紫定事却する乙と.

。湖沼 2 Jl 6 悶 ~8 弱までの 3 臼関

義務疑問主水内llIl:P綴村

く〉競技寝泊 二大回転、問転、距離

E女子、壮年、成年A、成年B)

。響力E資格平翠スキー協会登録者および市内

在住、在勤のものに限る。

く〉欝泊料金競技とも14，，){∞F弓Cパス代、宿泊
費、楳倹等合む〉

0申し込み書加軒を添えて、 1月308までに

見』廿色体育館内部宵諌〈電話31-3060)また

は、市内協賛スボ-y唐へ。

1 
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1111I1I111111111文学111111111111111

ノr墨田門 松山善三

ヒル永の夢 三滞朱門

事現 夫馬基彦

十九講のブルース 寺山嬉司

工」ゲ海自殺人 石)11 濁笥
風恋花 佐木隆三

裁き白終った日 赤111 次郎
分折医イザペノレ アン・オズポ}ン

江戸ながや藷時記 井口朝生

哉君射ち刑事 棋戸 櫨

樺的定路 大沢主主昌

真昼の悪魔 遠藤周作

謀略の大地 程渡英祐

心ひき裂かれて

Yチャ-C'・ニ-!Jィ
冬の真展の静か 立松和平

ニュ」ヨーク西85醤通lJ
アラム '3ナロイャy

lllHlIlllIllJl1家庭生，舌111111111111111

御馳走さまの歳時記 上回都史

結び方195選 千村典生

子宵てのみちすじ 河原邦捜

育児の百斜 松間道雄

損をしないための年金入門

[富井 [記長

1lIII!lll社会・制学・その他 1111111111

揖で大儲けする法 構瀬茂樹

どん底のたたかい 具臨兼三郎

ス}ノそーヒーロ} 山下 重定

九点麿記 関関臣

あやとり 野口広

妖花 111畠芳子伝 器本捨三

ニュ」ヨーク入間槙掠為閉英一郎

時2枕賢世界の旅 窪田太郎

第三の波 アノレゼン・トフラ-

*12月18日鏡花購入した密書です。

公安年5主体指導者研修会
指導者研悼とタイトノレは箇苦しい感じだが

内容は、初心の方、無所属の方、やじ腐の方

でも講しく委参加できる。言李総は金量官まで。

・期間 2J'i6臼から3月 6臼まで¢毎i車京
協製自18時から21時まで。
'青年30入者対象。

安早春のオワヱンテーワンゲ

一一親子守身体在動かそう一一

もうすぐ審です/地図と磁石をもってオ1)

エンテー .!)yグを揮しもうf
・8時 2月22臼 C臼)10時から15時まで。
ー集合 平塩市七E自主主仁平車市土窟)1臨時
ー持星参ずるも白 地図f鵠守 l00Pヨ、昼賞、雨
具、筆記用具など。

対室長殺と子60入。な布陣妖の湯告は3J'i
lElに線延。

・指導苧佐聾修一民C日本OL協金指嘩員〉
会教重量誘j恋 ナウな毒害者とは
・5時 2月25El(710 18時3脳会~却時30分
・講節斎蕗安弘応仁ニツポY放送アナウン

サー適材、アンコクコ

・対象青年50.人
合併議官E宝 袋お皐月額目、 1J'i16El、 2J'!1l自
.事奪三か年金銀苧254浅間防12-41鐙諮32-7自殺

会こども映若草 2月草日〈日) 10時、14時
カラーアニメ 10分

「りゅうりあめjカラ- 10分 「と5書
ちとむむな」 カラーアエメ 18分

会登録替えは4月です
53年度に笠撮された方は、 4月以降に登録
替えとなるが、 3月来までは混在の利用券の
む利潤をノ

なお、住所帯を犠認し、 r56Jの年度印を押
す白も4月以降。
合開館時間

。貸出室、番考宮室、学望宜主藍 9時~16時印分

a こども釜火~土嘩日 13時~16時50分
日曜日 9 時~16時印分

芝公休調臼 毎週月曜日、 1月31沼〈土コ 2月
11臼 〈才て〉
会関署聾輯 干254浅関罫J12一品質童話31--0415

，日時 2月15包〈臼) 9 時~16帯雨天中止

・場所愛川町中津付近

司内容員化石と地層白観察

・申し込み 2月5日までに往復はがきで博 l

物館へ。

女 1jJのプラネ9
'
)ウム

島なたはUFOを箆たiJ'_

あなたはUFOそ見たことが IUFOから
宇宙人がおDてきたという話を信じる 1

その前にUFO~未獲認飛行物体とはいっ

たいどんなも白だろうか。

食槽物語 干254浅間町12-41費量産基33-5111

*原色ドライフラワーを作ろう
一体験学習シリーズ恥50.

実しい花を永遠に咲いたまま間定してみよ

う。

・日時 2月248午捜1時から3時まで。取

D出し3月7臼午後1時から3時まで。
・場所斜学教室吾

・書加費 1人 10∞円

申し込み 2月 1日までに往復はがきで博
物館へ。先着30人まで。

す墜を見る会「太j蕩黒点の観察J
太陽の賢砲に現われる罵王者のスケyチをし

よう。

・日時 2 f~22 日 E 日) 11時30分~13時。
咽申し込み 2月128までに往復はがきで博

物館へ。多い場合は抽せんで30人。

*特lllJli襲凋花織の外人展
再来より明治にかけて神奈川慨を中心Jこ活

路し、離選、水道、通信、盟主捷など、白本の

近代化に寄与した外麗人とその事績を写真・

遺物，文献等をもって紹介する。

'会期 2 月 17 日 ~22日
・晶場特呈腹示室 λ揚無制

会議然観察会「化石密主題べようj
*験頭会 IJilI器密〈日)1輔、 14時
「ボクサーJ カラー 1時間34分

11書



書霊場所平揖保健所

騒時間午控 1時~2時

[3か丹児3
2丹 6日 55年10月 1 臼~1O日生

2月13日 55年10月 11 日 ~20臼主主

2月20B 55年10月 21 日 ~31臼生

[3歳児〕
2Jl5日 52年12fll 日 ~10日主主

2.-F119[:J 52年12月 11 臼 ~20B生

2月26日 52年12月21日-31日生

豊富持番ずるもの 母干億康苧駿、筆

記用典、母子鍵屠持帳閉j冊

1月初日 54年 7月21臼-31臼生
2fl3日 54年 S 月 1 日~1O日生

2月10日 54昨 8 月 11 日 ~20日生

満 1歳まで白赤ちゃんならどなた

でも受けられる。鰐関紙9時3おまか

ら10時 30分、母Jイ建康手帳を持事。
1月22日 大野弘民館
1'，月29日神自公民館
2fl5日土層公民館
2月 9日保権センター
2月12日 横内部地集会場
2月19日 豊田公民笠宮

くりたさおD

沙織ちゃん
合平塩市徳延334-33 武田薬品
湘南ユヨ畠にお勤めの栗田征惜さん

(351費〉と明美さん (28歳〉の二
女。混在710'月半で悼霊 9，5知、
身長70叩、 55年 5月28日生まれ。
沙織ちゃんには、周書ちゃん

(4歳〉というしらふじ主計在調に
行っているお肺ちゃんがおb、遊
んでくれる。パパは2人目も女の

子¢せいか遊んで〈れないのでち

ょっとさびしい。でも、 3人でふ
ろに入るのが揮しみな沙織ちゃん

毎月実施している。受けやすい金

揚で受けていただ吉たい。

露覇覇1潮 3回受廿る
・対象 2 歳~24か月〉から 4歳 (48

t!'月〉まで由幼児。なお、接種間車曹
は 2屈 3聞とも 3週間から8週間白
圏第2期 1悶受廿る

・対象揮1期の3居侵が終わって
から1年以上1年 6か月以内の期潤
に受ける。なお、軍1燃を早めに受

けて、第2期もなるべく 4鏡までに
終了するようにしていただきたいe

[J月3

羽田 中原公民館、金目公民館、

湾関崎公長沼宮

29B 神田公巨主館、出掛島公民宣言、
出金田公民館

30B 探鍵センター、健課金貧富

主E後10か月から12トか月未満の赤ち
ゃんが受ける鍵診。くわしいことは

-i1豊富緑地鶴

一

く〉近所迷惑なことはしない 0

0ごみを散らかさなし、0
0犬の遊ばせ方やフ Yの始末に注意しよう。

2 )守iまねずみの駆除月間
ねずみは「答獣の王様Jといわれ
私たちの尽常生活!こいろいろな寒

を与えている。

。食べ物を貴べられたD、家麗をかむられる0
0ねずみに寄生する fタ‘ニJや「のみJ10再発
生ずる。

。ねずみによるすJレモホラ留の貴中欝7うす発生

する。

ねずみのいる家庭に殺モ剤を無償で配布する

白で、各地区の自治会組織を遇じて申し込ん

でいただきたい。

担当瞳綾探帯金蝿

A
V
譲
っ
て
く
だ
さ
い

(
3
5
5歳
用
〉
、
ミ
ジ
ン
、

門

v
女
沼
南
衣
類

(
5
5
6
歳
用
)
、
男
ベ
ッ
ド
、
冷
蔵
庫
、
ミ
キ
サ
ー
、

泥
衣
類

(
5
1
6
揖
南
〉
、
女
児
衣
類
が
ま
、
お
け
(
火
炊
き
南
〉
、

'U、と悼

の準備をして出産の日を持とう。

覇軍包寝張緩 5~7 か月 2月13日
妊娠810'月以上 2月20日

闘会場保健センター

閣時間午後 1 時半~4時

富覇持委主ずるもの 母子健康手帳、ス

ラ yクス、テキスト

鰯申し込み樺健セYター〈中堅34
番17号、電話34→3311)

品目!規格 i小売岱 iスーパー

合成洗剤 11. 66k9入 1756円 1767円
砂糖 i上白 1k9I 290円 I281円
サヨダ柏 1 70017 1 303円 1328吋
小麦粉 I 1 k9 I 187内 I181fIl 
しょうゆ I1 2入 I270円 I261円
トイレの I65m4伺 I，oom I τO<)IT1 
巻取紙!人 iい 0' ~ I .~-， ~ 

豚肉 υ湾 10017 1 162fIl 1 158同
罪悪 卵 110個入 1 261円 1269円
ブロノペン I 1α引 ↓4，886fIl 
灯油 118 ~配達 1 1，469fIl 

地
境
づ
く
わ
説
市
民
間
設
問
問
屯
語
お

一
一
一
一
内
綿
二
九
三

譲
り
ま
す
(
有
料
)

洗
た
く
機
、
ピ
ア
ノ
、
エ
レ
ク
ト
l

y
、
女
性
用
ス
キ
1
1
雨
具
、
黒
目
見
用
自

転
車
(
汁
四
イ
ン
チ
)
、
双
子
用
乳
母
車

女
児
用
く
つ
〈
H
3日
持
〉
、
ル
ー
ム

ラ
ン
ナ
ー

11事



奨
学
生
愛
務
緩
や

教
習
袋
路
畠
で
は
、
昭
和
五
十
六

年
療
の
奨
学
伎
を
捧
揮
し
て
い
る
ρ

ζ
自
制
度
は
、
有
飽
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
経
揖
的
理
由
に
よ
D

高
等
学
簿
L

就
学
す
る
ζ
と
が
思
難

な
方
に
機
金
者
与
え
る
も
由
。

円

v葬
聾
数
約
二
+
人

マ
韓
学
金
制
円
弱
エ
ハ
千
円

マ
応
券
資
格
③
慈
市
川
口
住
罫
ぜ
あ

る
方
。
③
市
立
軍
事
校
設
卒
業
し
、

高
等
学
校
一
に
進
学
し
た
方
。
③
学
費

的
支
払
い
が
箇
難
モ
壱
Q

方
。
@
品
早

繋
鼠
舗
と
品
存
が
良
好
で
あ
る
方
。

⑤
地
自
費
学
金
の
し
吃
踏
を
受
け
て
い

な
い
方
。

マ
手
続
書
申
請
す
る
窓
口
は
、
在

学
し
て
い
る
中
学
校
去
十
々
は
出
身
校

な
白
で
、
中
学
校
に
申
し
出
て
、
奨

学
金
支
給
申
請
習
を
提
出
し
て
ほ
し

い旬マ
提
出
期
綬

2
月
訪
日
〈
火
〉

詳
し
い
乙
と
は
、
学
務
謀
学
事
部

へ。一
摺
開
放
モ
ニ
ヂ

i
募
集
今

沼
霜
五
十
六
年
度
の
県
政
モ
ニ
タ

!
を
葬
聾
し
て
い
る
。

マ
応
募
資
格
一
一
十
揖
以
上
の
県
民

な
ら
ど
な
た
で
も
。
た
だ
し
、
公
務

員
や
県
政
モ
ニ
タ
ー
経
騒
者
は
除
く

マ
臼
時
唱
え
丹
田
口
砧
(
土
〉
午
按
一
一

時
か
ら
四
時
ま
で
。

マ
鋼
所
横
浜
親
行
平
語
支
話
}
一
一
階一

第
一
会
議
蜜
包

マ
内
容
住
宅
金
融
公
庫
第
四
回
申

し
込
を
手
夜
き
に
つ
い
て
。

一
毅
場
開
訓
練
生
募
最
前

@
躍
穴
職
繋
訓
練
校

県
立
藤
沢
謡
等
職
業
副
訓
練
校
で
は

新
た
に
就
殺
レ
よ
ち
と
す
る
方
、
転

職
を
希
望
さ
れ
る
方
、
離
職
さ
れ
て

い
る
β
な
ど
を
対
象
に
、
次
由
職
語

の
訓
練
住
者
募
集
し
て
い
る
。

円

v
募
集
内
容

会
情
報
処
環
斜
若
干
名
、
一
一
か
年

訓
練
、
高
卒
以
上
、
男
女
顧
わ
ず
。

よ
服
飾
斜
お
人
、
一
か
年
部
緑
、

高
卒
以
上
、
国
自
立
関
わ
ず
。

車帆な糊

所
有
者
に
指
導
し
で
い
き
ま
す
。
と
息
わ
れ
ま
す
。
一
人
一
人
の
用
心

り
の
も
む
に
ワ
い
て
は
、
十
一
月
十
市
内
の
火
災
の
件
数
は
、
五
十
密
が
必
莞
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

管
理
者
問
自
付
け
稜
も
っ
て
一
指
導
曹
を
送
D

車
中
は
豆
一
一
十
二
体
で
、
そ
の
約
一
指
導
書
者
受
け
取
っ
た
方
で
、
ま

郎
自
刈
幻
取
担
十
二
月
白
再
議
套
選
、
八
九
・
包
留
の
十
一
一
一
件
が
枯
れ
草
火
災
で
す
。
だ
刈
幻
取
り

Mmす
ん
で
い
な
い
方
は

τ
十
一
月
十
宿
軒
が
山
川
h
J
取
ら
れ
て
い
ま
し

F、
さ
幸
い
に
も
韓
D
b家
に
お
よ
ん
だ
ζ

阜
患
に
刈
り
取
る
よ
吉
お
頴
い
し
ま

・
一
一
一
軒
の
怨
費
地
の

b
に
、
一
月
と
一
一
月
に
も
遺
跡
調
査
と
は
な
い
が
、
む
心
配
む
よ
う
に
子
ナ
。

贈
を
存
い
、
刈
主
取
台
を
し
な
い
土
地
棋
の
巾
lu返
ぴ
、
タ
バ
コ
の
火
が
原
同
国

百ろb
/_付サf

AmA街
署
長
V

/ 

a
mノ
ザ
イ

y掛
加
入
、
}
か
年
訓

練
、
高
卒
以
上
、
間
引
女
間
わ
ず
。

。
電
子
計
算
掛
川
山
人
、
一
か
年
訓

練
、
高
串
以
上
、
男
女
関
わ
ず
。

@
写
興
植
字
削
桝
初
入
、
一
か
与
制

棟
、
中
本
以
上
、
男
宜
街
わ
ず
。

。
経
理
斜
拍
入
、
六
か
月
訓
縁
、

中
卒
以
上
、
盟
問
女
間
わ
ず
。

マ
募
集
期
間

1
舟
5
白
か
ら
2
R

U
B
〈
金
〉
ま
で
包

マ
問
い
合
わ
せ
募
集
に
留
す
る
詳

し
い
乙
と
は
、
議
沢
高
等
職
業
訓
練

校
(
藤
沢
市
川
名
一
一
九
O

電
露
。

昭
六
六
お
よ
一
郎
二
五
〉
ま
ゃ
な

近
〈
白
公
共
職
業
安
定
所
へ
U

骨
小
白
原
職
業
訓
醗
校

門

v
募
集
内
製

・
問
問
鵡
斜
ぬ
人
、
一
年
間
割
減
、

中
高
以
上
、
男
女
間
わ
ず
。

g

経
営
経
理
劇
ー
犯
人
、
一
年
開
輔
副

線
、
高
卒
以
上
、
男
女
一
関
わ
ず
。

・
昌
吉
智
創
刊
叫
人
、
中
阜
以
上
、
一

年
間
前
鯖
、
男
女
間
わ
ず
。

マ
申
し
込
み
期
間

1
月
5
日
j
3

月
5
日
ま
で
。

マ
問
問
い
合
わ
せ
募
集
に
関
す
る
4

詳

し
い
こ
と
は
、
小
出
展
職
業
訓
練
校

(
小
田
原
市
綬
構
七
一
Z
ハ
電
話
。

四
六
五
l
幻
二
一
一
七
五
)
ま
た
は

最
寄
り
の
公
共
時
業
安
定
所
へ
。

】
技
術
者
研
修
金
募
集
一

神
奈
川
県
工
業
技
情
研
催
セ

yタ

ー
で
は
、
昭
和
五
ー
ヱ
ハ
年
度
の
技
捕

者
研
修
空
を
霧
聾
し
て
い
る
。

@
長
期
投
弱
者
続
憧
(
機
械
技
婿

斜
、
工
業
化
学
斜
、
電
手
技
術
桝
)

各
斜
定
員
犯
人

av
中
期
技
弱
者
研
搭
(
費
菌
処
逗
技

櫛
軒
、
空
盤
管
窪
謀
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
遊
技
楠
斜
)
各
斜
定
員
初
人

A
V
短
期
技
術
者
研
懐
(
一
般
棒
造
技

術、

N
C加
工
技
術
、
熱
処
理
技
輔

副
材
、
プ
レ
ス
加
工
技
術
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
成
形
加
工
〉
各
耕
定
富
岡
犯
人

A

妙
高
噂
技
荊
者
誘
樺
〈
マ
イ
ク
ロ
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
応
蔚
技
婦
、
材
制
脚

斜
学
軒
)
各
斜
定
員
加
入

申
し
込
み
即
時
対
詳
し
い
ζ

と
は
、
市
街

ヱ
誤
工
業
以
へ
。

た
。
時
両
聞
は
、
県
共
同
募
金
全
区
高

金

ν詳し
た
。

門

v
生
活
ι恵
ま
れ
な
い
役
帯
蕊
世
間

五
十
四
万
八
千
向

門

v重
度
の
障
害
の
あ
る
方
に
二
百

十
九
万
一
一
千
内

マ
泡
夏
福
祉
施
設
に
八
十
方
向

マ
母
子
寮
沼
童
応
二
万
二
千
向

マ
ひ
と
り
事
ぷ
帝
人
と
(
品
字
泣
帯
に

お
せ
ち
料
理
九
十
一
万
一
一
千
円

犬 eね同

県動物保護センターでは、捨て犬、捨てね

ζによるのら犬、のらねζの増加と、犬ねζ

による危害を紡ぐため、今月も次の日程でい

らなくなった犬、むとり巡回呪容を行う。

当日、犬を出される方は f印かんJ '"犬の
鑑札J r注射持票愛犬手帳j を持参歩のう
え金場へお出かけを。なお、収容車の停領暗

間は、 10分間。また、ね己は府主主;カミダYボー
ル箱に入れていただきたい。

2月7 臼 〔ニ主) 2月14羽 〈ニ七〉
9 ; 00 神限公民館 9 ; 00 松原公民銀
9 ; 25 大野公民館 9 ; 20 須賀公民館
9 ; 50 豊田公民認宜 9 : 40 花水公民銀
10; 10 棋島公民館 10咽 00 富士見公民館
10; 30 金田公民館 10;3日 中原公民館
10 :白岡崎公民館 10:55 旭公民館
11:10 金百公民館 11 : 15 吉沢公民館

; 
; 
2 

: 

t 
z 
t 

j 

i 段々木政省先生犠

i 杏繋堂z
j 杏禁堂医院の院長だった佐々木 ! 医院を師団って隠迭し、大正

i車時・歓送‘怪輿について知Dた t 元年74畿をもって没した。

I <患い、人名辞典その他で調べた l 政吉伯父は中居茂七、回よ鍵沢

7うま、 3人の1i1l掃鵠部その他わから 1 の女ヒサ、安政2年Cl855)江戸

iないζ とがあったので、岩田平理 i 劇 11で出生。 9歳、東洋の盤子と
包 !

;病涜長にお伺いし、また、お借り なD、18語、大学東世に入学、同

i した:;j'¥出量箸「苔雲堂三代記jに J 校を優等の演で事業、東洋がg

;よって更に確かめた。 費留学在留削私費留学としたの

東洋は江戸深I1め漢方自主佐々木 で、それに従って5年務付イYそ

j鰻沢の長子、天時1伴 (839)生 i の制こ留学、帰関すると同時に東
fまれ、幼名伝三郎、詩部輿のち東 : 京帝国大学臣室耕大学教援とな!?、

;洋。幼時、腕に就いて演料剣道 ! 十二指腸虫垂自主ではじめて翻
l 

を学んでいたが、 18歳より範学、 ; し、言葉た降水車擦の効果を説いて

;維新鏡は英語 ドイY語をほとん ) いる.28年辞職、次いで否察蛍医

;ど独学で酷し、トノレホル隅 r 闘となって研究と慨に専念し

{解体生理図説jの訳述、♀ノユミツ 1 大lE5年職えを際興に譲って顧問と

; トの内斜書の補訳 F内軒擬購J数 l なり、昭和14年85歳で没した。

l綴を出版している。また打湾暫主主法 l 際緊の父は佐々木東展、母は東

?を金揮してその名手となり、 ζれ 十 洋の妖タケ、朝治11年東京本所官

{を結棋診軒にと白入れると共1こ、 j 出昼、幼名雄二唱 12議、策洋自盤

{広〈世に伝え、また仏教や易学を ; 子となる。モむ後の経膝や功績に

i研究して ri吉イム論j r糟神む帯主主 i ついてはどの人名辞典にも詳しい
}法Jなどを説いている ので曹j重量し、世界的には主主化学官

;は口一務一…;叫ーと…fる
軍亙，大学要母校の助教・病院長な [ 血EE測定の提唱者であるζ と、 1主
主どの職にも就いていたが、明治J4. 語ト刀流の述人であったとと、韓γ、創こ居者移した綾聞こ病古 川つ即の蒐築家であったζ と控
を増築してからは開業イ底に徹し、 ; 補足する。昭和41年没、静務縮弘

東京援金品長に推されて、臣室界の c文章聾 箆持軍ムコ誠詣たず脂t主権
改革fこカ垂尽した。そして鈎歳、 i 史議題事九襲撃へ C31-Q/i潟3

一一>18<一一

と
っ
て
は
つ
ら
い
こ
と
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

M
箸
は
プ
レ
イ
白
中
で
、
今
ま

で
満
た
害
恥
な
い
で
い
た
気
持
ち

を
、
攻
撃
的
な
遊
び
浄
過
し
て
一
治

康
者
に
ぶ
つ
け
て
吉
罪
レ
た
。
そ

の
攻
撃
性
も
、
治
瞭
者
が
自
分
と

の
約
束
を
守
っ
て
〈
れ
た
と
い
う

信
組
制
績
を
土
台
L
一
顧
強
〈
な
り

安
心
し
て
治
患
者
へ
自
分
め
気
持

「
学
校
で
次
尋
L
乱
暴
し
た
b

ち
を
ぶ
つ
げ
ら
れ
る
よ
ラ
に
な
っ

授
業
中
の
閣
度
も
よ
く
な
い
」
と
た
の
で
主
~
。

言
わ
れ
た
必
ず
校
一
年
罰
君
a

y

c
星
、
お
母
さ
ん
と
の
霊

は
じ
め
て
お
母
さ
ん
に
壊
れ
ら
れ
の
中
で
は
、

M
君
が
お
母
き
ん
に

て
当
所
を
訪
れ
た
ば
君
は
、
す
む
甘
え
て
く
る
よ
ち
に
な
っ
た
と
白

〈
エ
点
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
次
々
と
滋
報
告
が
あ
D
、
お
母
事
ん
自
身
も

ぴ
空
か
え
、
お
ち
つ
い
て
遊
ぶ
と
簡
接
の
経
弱
め
中
で
、
そ
ん
な
泣

い
主
閣
で
は
あ
り
喜
ん
で
し
君
露
ち
主
か
ら
受
け
入
れ

た
。
そ
の
反
語
、
治
濯
官
を
す
な
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

く
気
仁
レ
た
り
、
「
よ
ま
し
た
。

玄
関
却
で
て
」
と
五
吉
田
っ
て
戸

F
一
一
』
工
作
そ
の
接
、

M
君
は
ゲ

は
注
意
を
ひ
い
た
り
、
馳
世
/
事
A

F

u

-

-
ム
を
し
た
り
、
自
分

譲
者
が
一
緒
に
選
ぶ

3
E一
読
か
ら
九
九
著
品
市
霊

ζ
と
に
と
て
も
喜
ん
だ
一
一
一
一
が
‘
同
却
下
μ

に
や
っ
て
み
せ
£
な
ど

り
す
る
白
で
し
た
。
阪
J
f
ζ
L弘
唱
お
ち
つ
い
た
遊
ぴ
を
す

学
校
で
の
蓄
広
が
望
丸
一
語
る
よ
う
に
な
り
、
母
校

ど

puで
な
の
か
お
母
さ
ん
と
白
で
も
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
辛
フ

面
接
の
中
で
さ
ぐ
っ
て
み
る
と
、
に
な
っ
た
白
で
し
た
。

家
庭
園
相
持

ιも
問
題
が
あ
わ
J

、
ま
乱
暴
を
し
た
り
、
お
ち
つ
き
が

た
、
お
母
さ
ん
の
M
君
へ
由
し
つ
な
か
っ
た
の
も
、
自
分
へ
白
関
心

け
が
た
び
た
び
住
駅
と
い
う
一
形
で
を
ま
め
て
い
た
の
に
、
ま
わ
り
の

あ
ら
わ
れ
た
り
し
て
も
い
ま
し
大
人
が
そ
れ
を
う
ま
〈
う
一
け
と
め

た
。
し
っ
か
り
さ
せ
よ
う
と
す
る
て
い
な
か
っ
た
た
め
の
も
の
だ
つ

も
の
の
、
小
学
校
一
年
の

M
語
に
た
よ
う
で
す
。

<>巡回日程 1月16臼 C金110時--...15時平塚商
工会議所/1 月23 日〈金コ 10時~15時吉間電工
(株)/1月 24臼〈土)10時~12時三協化学

E株〉・ 13時~15時半伊藤製パン E株) /1月
28日げて110時~15時三共化成工業て株) /1 
丹羽田 E土) 9 時~12時五嶺ク台高校/2 月 4
s (水) 1日時~15時江南高校/2 月10臼(火〉

10時~12時 日揮ユニパ←サノレ〈株〉・ 13時~15

時 住友重量槽~主家主体長) /2月15日 C日)1日時~
15時神田公民館〈関村地ほ自治会〉
~~~ご協力島田がとうございましたのム~日

東海大学458車、関西ペイント4151位、富士見地区
世治会坊主、臼:;$:，生命2日本、湊製作所30本、旭地

ぽ自治会46本、日護197
束。

線設使用料

・結婚式筋'“"""""""""""""""""" "" 2.α刃向
・依露寄金場 .46人以下 。 2.2001円
T . ....66人♀L下 2.5α耳弓

出潤い合わせは市民セyタ一事務麗鰭滋(32)22:15へ.


	マルチ 113
	マルチ 114
	マルチ 115
	マルチ 116
	マルチ 117
	マルチ 118
	マルチ 119
	マルチ 120

